
背景 
 平成24年4月に介護保険法が改正され「たんの吸引」等の医
療処置も介護福祉士等が実施できるようになった．これらの
医療処置は医療者が感染する可能性があり，また介護保険施
設はノロウイルス感染症など様々な感染症が流行すると感染
拡大しやすく感染予防が重要となる． 
 

 耐性菌をはじめ様々な病原体伝播の問題は一医療施設で解決
するのは難しく，医療施設が連携して取り組む必要がある． 

目的 

介護保険施設において，感染予防対策のためにケア提供者が求
めているニーズを明らかにすること． 

結果・考察 

講義 
 
参加者：44人  
有効回答：33人（有効回収率75％） 
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倫理的配慮 

講義，演習の開催時に質問紙調査の目的と方法について口頭で
説明し，質問紙は無記名で質問紙回収箱への投函により同意が
得られたものとした． 

研究方法 

対象： A市内の在宅医療従事者（看護師，介護福祉士等） 
 
方法： 感染予防の基本的な知識を提供する講義（平成24年 
    12月10日）と演習（12月15日）を開催． 
    終了時に受講生を対象に質問紙調査を実施． 
 
質問項目： 
 講義 22項目（属性，組織の感染予防，感染予防策に対す 
    る知識など） 
 演習 9項目（属性，演習内容に関する感想，今後の感染予 
    防に関する講演会の要望や感想など） 
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 感染予防に関する知識は82%が有しており，標準予防策を「い
つも実施」「ほぼ実施」と回答したのは76％であった． 
 

 多施設との連携では，感染予防対策向上のために相談したいと
回答したのは67％にものぼり，相談内容は「マニュアルの妥
当性」，「感染症発生時の対応」が多かった． 

 感染予防対策のためにケア提供者が求めている
ニーズとして，より専門性の高い情報につい
て，専門家の助言を必要としていた．インターネ
ットなどの利用しやすいツールを用いて情報提
供を行っていくことが強化すべき対策と考えられ
た． 

講義と演習の内容 
  内容 時間 担当講師 

講義 

細菌学の観点からの耐性菌の種類 25分 医師 

抗菌薬の種類と使用上の注意 25分 薬剤師 

標準予防策と感染経路別予防策 25分 看護師 

介護保険をめぐる動向と感染症対策 75分 保健所長 

演習 

細菌学演習 MRSAなどの微生物に関する演習 45分 医師 

薬剤関連演習 抗菌薬・消毒薬に関する演習 45分 薬剤師 

感染予防技術演習 手指衛生・感染防護具の着脱 45分 看護師 

演習 
 
参加者：6人 
有効回答：6人（有効回収率100％） 

データ集計に関するご助言を頂きました前・名古屋市立大学看
護学部・山本洋行先生に深謝致します． 
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